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“妊娠”も“不妊”も人それぞれ
複雑な思いを理解したい

本
誌の読者の皆さまは，“不

妊”にどのようなイメー

ジをお持ちでしょう。「妊婦健

診で笑顔を見かけたことがな

い」「細かい質問が多い」など，

不妊治療後の妊産褥婦さんへの

ケア場面で困難感を覚えた経験

はありませんか？「何かほかの

妊婦さんとは違う，と思った

ら，不妊治療後の妊婦さんだっ

た」という助産師さんの声をよ

く耳にします。どちらかといえ

ば苦手意識を持っておられる方

が多いのではないでしょうか。

“100人いれば100通りのお

産がある”と言われているのと

同様に，“不妊”の問題を抱え

るカップルにもそれぞれのスト

ーリーがあります。11章で紹介されている渋

谷さん(仮名・女性)の主な不妊原因は乏精子

症。仕事と両立させながらの4年間の通院期間

で10回以上の人工授精を受けた末に第1子を

授かり，第2子は自然妊娠で授かっています。

しかし，その2回の妊娠経過は順調とは言え

ず，第1子の切迫流産での入院中には仕事を辞

め，妊娠後期には2回とも切迫早産で安静入

院。入院中は自分が人間で感情があるものだと

思うととても耐えられないから，「人間保育器

だ」と自分に言い聞かせて過ごしました。2回

とも帝王切開で出産したこともあり，渋谷さん

は2人の子どもを授かっていながらも自分を

「生殖能力に欠けた女」だと思っています。不

妊専門クリニックからの転院であった第1子の

妊娠期間中には，不妊治療後妊

婦という認識のもとにケアが提

供されたことでしょう。しか

し，自然妊娠した第2子の妊娠

中に“不妊”の問題を抱えてい

ることが重視されにくかった可

能性は否めません。治療経験の

有無にかかわらず，“不妊”の

問題を抱えているカップルは決

して少なくないのです。

本書は，出産や不妊，子育

て，親子について，社会学・ラ

イフコース論の観点からの研究

を数多く行なっている白井千晶

氏の調査の一部です。調査と聞

くと，読むことを少し躊躇して

しまうかもしれませんが，その

ような心配はご無用。本書は1

人のストーリーが1章ずつにまとめられてお

り，各章末の白井氏による考察や，不妊の検査

や治療，治療以外の選択肢についての脚注が読

者の理解を深めてくれる構成になっています。

第14回出生動向基本調査(国立社会保障・人

口問題研究所，2010年)では，「約3割(31.1

％)の夫婦は不妊を心配したことがあり，その

半数(16.4％)が実際に不妊の検査や治療を経験

している。この割合は増える傾向にある」と報

告されています。女性とその家族のサポーター

としてご活躍の本誌読者の皆さまが本書をお読

みになり，“不妊”の問題を抱えるカップルの

経験・体験をより深く理解することは，明日か

らのケア提供と今後のさらなるご発展の礎とな

ることをお約束いたします。
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